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今
年
二
月
、
Ｊ
Ａ
南
信
州
農
協

か
ら
村
が
買
い
取
っ
た
ア
ス
テ
ィ

た
か
ぎ
跡
地
の
公
園
整
備
が
完
成

し
、
十
月
十
四
日
に
公
園
の
竣
工

式
と
し
て
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
の
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
買
い
取
っ
た
跡
地
の

有
効
活
用
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
検
討
委

員
会
を
設
置
し
検
討
を
重
ね
ま
し

た
が
、
ア
ス
テ
ィ
た
か
ぎ
の
跡
地

に
残
さ
れ
た
桜
の
木
や
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
有
効
に
活
用
す

る
方
法
と
し
て
、
今
回
の
公
園
計

画
が
提
案
さ
れ
、
公
園
の
名
称
も

公
募
し
た
名
称
の
中
か
ら
検
討
委

員
会
で
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
公
園
内
に
は
、

・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
２

　

（
く
り
ん
草　

十
八
ホ
ー
ル
）

　

（
い
ち
ょ
う　

十
八
ホ
ー
ル
）

・
東
屋
一
棟　

・
ト
イ
レ
一
棟

・
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
毎
月
一
回
、「
行
政
相

談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
制
度
は
、
国
、
県
、

村
が
行
っ
て
い
る
仕
事
へ
の
要
望

や
苦
情
、
意
見
な
ど
を
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
そ

の
解
決
や
実
現
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

又
、
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
で

は
行
政
相
談
に
併
せ
、
心
配
ご
と

相
談
、
中
村
弁
護
士
に
よ
る
無
料

法
律
相
談（
年
三
回　

次
回
二

月
）も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
公
害
、
福
祉
、

年
金
、
消
費
者
保
護
、
農
地
、
道

路
、
河
川
な
ど
、
ど
ん
な
苦
情
、

要
望
で
も
結
構
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

定
例
行
政
相
談

の
お
知
ら
せ

◎
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
、
第
三
者
的
立

場
か
ら
公
正
な
判
断
を
行
い
、

住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の

た
め
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
相

談
方
法
は
、
口
頭
、
電
話
、
手

紙
の
い
ず
れ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

行
政
相
談
所
に
都
合
に
よ
り
参

加
で
き
な
い
方
は
、
村
の
行
政

相
談
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

村
の
行
政
相
談
委
員
は
、

橋 
爪　

稔 
さ
ん

行
政
・
心
配
ご
と
相
談

○
日　

時

　

平
成
二
三
年
一
二
月
七
日（
水
）

　

平
成
二
四
年
一
月
一
〇
日（
火
）

　

午
前
一
〇
時
〜
一
二
時

○
場　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
員　

橋
爪
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
　

民
生
児
童
委
員

マレットゴルフコース

公園内のトイレ
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村
で
は
長
野
県
の
基
準
に
準
じ
、

積
雪
が
お
お
む
ね
十
セ
ン
チ
に
達

し
た
場
合
は
、
左
図
の
と
お
り
指

定
さ
れ
た
路
線
を
業
者
に
よ
り
、

朝
の
通
学
・
通
勤
時
間
ま
で
に
除

雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
除
雪
に
あ

た
っ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
次
の

事
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
道
路
の
除
雪
作
業
に
よ
り
各
戸

の
出
入
り
口
を
ふ
さ
い
で
し
ま

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
場
合
は
再
度
除
雪
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

②
除
雪
さ
れ
た
道
路
に
軒
先
な
ど

の
雪
を
出
さ
れ
ま
す
と
圧
雪
と

な
り
非
常
に
危
険
で
す
の
で
お

止
め
く
だ
さ
い
。

③
雪
が
降
り
ま
す
と
、
道
路
沿
い

の
竹
や
木
が
倒
れ
交
通
の
妨
げ

と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
所
有
者
の
方
は
伐

採
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
竹

や
木
が
倒
れ
た
場
合
、
交
通
確

保
の
た
め
や
む
を
得
ず
許
可
無

く
伐
採
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
水
路
に
雪
を
投
入
さ
れ
ま
す
と
、

下
流
で
水
が
あ
ふ
れ
て
し
ま
い

被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
お
止
め
く
だ
さ
い
。

⑤
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ

と
な
り
ま
す
の
で
お
止
め
く
だ

さ
い
。

⑥
通
学
路
の
除
雪
は
地
域
の
方
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
で
協
力
し
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
防
止
剤
は
、
地
区
の
公
共

施
設
や
村
内
道
路
へ
設
置
し
て
あ

る
塩
カ
ル
ボ
ッ
ク
ス
へ
常
備
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
と
き
に

お
使
い
下
さ
い
。
凍
結
防
止
剤
に

不
足
が
生
じ
ま
し
た
ら
役
場
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
地
区
の

役
員
の
方
は
必
要
数
を
お
申
し
出

下
さ
い
。
冬
季
の
道
路
は
、
日
陰

部
や
橋
の
上
な
ど
雪
が
降
っ
て
い

な
く
て
も
凍
結
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

建
設
課　

建
設
係

�　

－

５
１
２
８　

３３

喬木村オリジナル年賀はがき
が完成しました

　

喬
木
村
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

年
賀
は
が
き
を
作
り
ま
し

た
。
今
年
は
喬
木
村
の
村

花
に
指
定
さ
れ
て
い
る
く

り
ん
草
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い

は
限
定
一
万
枚
で
す
の
で
、

お
早
め
に
お
買
い
求
め
下

さ
い
。

　

村
内
年
賀
状
販
売
店
に

て
お
買
い
求
め
い
た
だ
け

ま
す
。一
枚
五
〇
円
で
す
。

村内の年賀状販売店で
お求め下さい。（１枚50円）

太線の道路が除雪対象道路です

　

こ
の
た
び
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
委
託
契
約
不
履
行
問
題
が
発

生
し
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
村

民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
、
ご
心
配

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
、
平
成
二
〇
年

に
村
が
委
託
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
業
務
が
未
完
成
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
委
託
料
の
支

払
を
行
い
、
そ
の
後
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
が
完
了
さ
れ
な
か
っ

た
と
言
う
も
の
で
、
村
は
代
替

ソ
フ
ト
の
開
発
を
指
示
し
ま
し

た
が
、
そ
の
開
発
も
完
成
で
き

ず
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
顧
問
弁
護
士
を

交
え
委
託
料
返
還
の
交
渉
を
行

い
ま
し
た
が
、
全
額
の
返
還
に

は
い
た
ら
ず
、
中
断
費
が
発
生

し
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　

十
月
十
二
日
に
開
催
し
た
臨

時
村
議
会
で
合
意
書
の
締
結
に

つ
い
て
可
決
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
再
発
防
止
策
や
関
係
者
の

処
分
に
つ
い
て
現
在
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
件
の
全
容
や
今
後
の
対
応

に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆

様
に
改
め
て
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
託
契
約

不
履
行
問
題
に
つ
い
て
（
お
詫
び
）

ま
す
。
村

内
外
を
問

わ
ず
毎
年

使
っ
て
い

た
だ
き
、

完
売
し
て

い
て
い
ま

す
。
今
回
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国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

支
払
っ
た
全
額
が

所
得
控
除
の
対
象

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

等
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
と
は
、
自
分

自
身
の
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
、

国
民
健
康
保
険
、
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
保
険
な
ど
）
を
納
付
し
た

と
き
、
ま
た
は
、
配
偶
者
や
そ
の

他
の
親
族
の
負
担
す
べ
き
社
会
保

険
料
を
納
付
し
た
と
き
に
受
け
ら

れ
る
所
得
控
除
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

　

申
告
で
き
る
金
額
は
、
年
間
に

納
付
し
た
社
会
保
険
料
の
金
額（
給

与
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
金
額
も
該

当
し
ま
す
）
で
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
の
申
告
に
お

い
て
は
、
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ

た
社
会
保
険
料
（
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
保
険
な
ど
）
は
、
事
業
所

で
一
括
し
て
計
算
し
ま
す
の
で
、

ご
自
身
が
申
告
書
に
記
入
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
所
が
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
ご
自

身
が
納
付
し
た
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
等
）
を

申
告
書
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続

き
で
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

は
、
今
年
一
年
間
（
一
月
一
日
か

ら
一
二
月
三
一
日
ま
で
）
に
納
付

（
納
付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
国

民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
・
確
定
申
告

の
所
得
税
の
申
告
を
行
わ
な
く
て

も
市
区
町
村
民
税
の
申
告
を
行
う

場
合
に
は
、
市
区
町
村
民
税
の
申

告
の
際
に
、
こ
の
控
除
証
明
書
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を

毎
年
一
一
月
初
旬
に
送
付

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等

が
発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
毎
年
一
一
月
初

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
大
切
に
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

証
明
内
容
は
本
年
一
月
か
ら
一

〇
月
一
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納

付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見

込
額
で
す
。

　

納
付
忘
れ
な
ど
が
あ
る
場
合
も
、

年
内
に
納
付
す
れ
ば
、
今
年
分
の

控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
万
一
、
控
除
証
明
書
を

失
く
し
て
し
ま
っ
た
方
は
再
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
、
一
〇
月
二
日

以
降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納

付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
二

月
初
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
平
成
二
三
年
中

に
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
し

た
方
全
員
に
こ
の
証
明
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

過
去
に
滞
納
な
ど
が
あ
る
方

も
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す

　

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、

被
保
険
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
世
帯
の
世
帯
主
及
び
配
偶
者

も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、
そ
の

納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の

所
得
税
等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

年
末
調
整
等
の
手
続
き
の
際
に
ご

自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合
算

し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

場
合
は
、
ご
家
族
分
の
証
明
書
も

申
告
す
る
方
の
申
告
書
に
添
付
等

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

扶
養
家
族
分
も
納
付
し
た
方
は

　

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
は
、

今
年
中
に
支
払
っ
た
保
険
料
の
た

め
、
今
か
ら
年
末
ま
で
に
支
払
う

保
険
料
も
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
過
去
に
滞
納
や
免
除
期

間
が
あ
る
方
も
、
年
末
ま
で
に
保

険
料
を
支
払
え
ば
、
所
得
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

控
除
証
明
書
が届か

な
い
と
き
は

　

平
成
二
三
年
中
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
て
い
る
の
に
控
除

証
明
書
が
届
か
な
い
方
は
、
日
本

年
金
機
構
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

喬
木
村
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
の
お
知
ら
せ

　

農
村
の
田
園
風
景
・
四
季
の

行
事
・
花
な
ど
の
喬
木
村
の
風

景
を
題
材
に
し
た
、
風
景
写
真

を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
規
定

　

４
つ
切
り
サ
イ
ズ
を
プ
リ
ン

ト
し
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
作
品
は
一
人
３
点
以
内
で

○
そ
の
他

　

入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

入
賞
作
品
の
版
権
は
喬
木
村
に
帰

属
し
ま
す
。
役
場
窓
口
な
ど
に
あ

る
募
集
要
項
の
応
募
用
紙
を
添
付

し
て
応
募
し
て
下
さ
い
。

○
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

喬
木
村
役
場

　

企
画
財
政
課
広
報
係

　

�　

－

５
１
２
９
ま
で

３３

組
写
真
は
不
可

○
締
め
切
り

　

二
三
年
一
二
月

二
六
日（
月
）到
着
分

ま
で

○
審
査
方
法

　

審
査
は
事
務
局
が

依
頼
し
た
審
査
員
に

よ
り
行
い
ま
す
。

2011

２０１０特賞「ふるさと祭りの夜」
鳴海寿勇（飯田市）
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に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
福　

祉
）

　

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

　

羽
生　

俊
彦 
様　

飯
島　
　

誠 
様

　

小
池　

政
實 
様　

林　
　

善
雄 
様

　

木
村
か
つ
み 
様　

忠
平　

章
人 
様

　

束
原　

重
則 
様　

小
澤
は
つ
子 
様

　

市
瀬　

政
子 
様

　
　

民
生
児
童
委
員
と
し
て
、
社
会
福

祉
の
増
進
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
知
事
感
謝
状

　

昼
神　

範
子　

様

　
　

民
生
児
童
委
員
と
し
て
、
社
会
福

祉
の
増
進
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
満　

歳（
米
寿
の
祝
）表
彰

８８

地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
教
育
文
化
）

　

長
野
県
公
民
館
運
営
協
議
会

　
　

公
民
館
活
動
推
進
功
労
者
表
彰

　

横
前　
　

修　

様

本
館
社
会
部
員
と
し
て
公
民
館
活

動
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
社
会
教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会
表
彰

　

後
藤　

和
彦　

様

　

木
下　

昭
司　

様

　
　

多
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員
と

し
て
社
会
教
育
活
動
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
東
体
育
指
導
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

功
労
者
表
彰

　

三
石
加
代
子　

様

　
　

多
年
に
わ
た
り
当
村
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
伊
体
育
指
導
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

功
労
者
表
彰

　

市
瀬
み
ど
り　

様

　

木
下
恵
美
子　

様

　
　

多
年
に
わ
た
り
当
村
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

（
地
域
振
興
）

　

南
信
州
地
域
づ
く
り
大
賞

　

楽　

珍　

会　

様

　
　

遊
休
農
地
対
策
や
直
売
所
、
交
流

イ
ベ
ン
ト
開
催
等
に
よ
り
地
域
の

活
性
化
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税
活
用
の
部

　

長
野
県
知
事
賞

　

氏
乗
里
山
整
備
組
合　

様

　
　

長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活

用
し
て
里
山
整
備
に
取
り
組
み
地

域
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

し
た
。

●
感
謝
状

　

天
竜
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　

会
長　
 
新
井　

貴
惠　

様

社
会
福
祉
の
一
環
と
し
て
小
中
学

校
に
空
気
清
浄
機
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

天
竜
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　

会
長　
 
新
井　

貴
惠　

様

学
童
口
腔
機
能
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
金
と
し
て
、多
額
の
浄
財
を

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
禁
煙
友
愛
会　

喬
木
支
部

　
　

支
部
長　

下
岡　

正
美　

様

青
少
年
対
策
と
し
て
、
ま
た
成
人

式
に
際
し
、
多
額
の
浄
財
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社　

は
や
し

　

代
表
取
締
役　

原　
　

和
司　

様

地
域
の
発
展
、
活
性
化
と
子
育
て

支
援
の
た
め
、
保
育
園
新
入
園
児

に
園
児
服
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社　

マ
ツ
ザ
ワ

　
　

会
長　

松
澤　
　

泰　

様

交
通
事
故
防
止
、子
育
て
支
援
の
た

め
、保
育
園
新
入
園
児
に
カ
バ
ン
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

塩
澤　

泰
利　

様

教
育
文
化
向
上
の
た
め
、
第
二
公

民
館
に
切
り
絵
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
井　

謙
一　

様

教
育
振
興
の
た
め
、
喬
木
第
二
小

学
校
に
児
童
図
書
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

●
伝
達
表
彰

　

（
地
方
自
治
）

　

長
野
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　

横
前　
　

豊　

様

　

木
下　

壽
雄　

様

　
　

多
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し
て

　
　

消
防
団
員
、
副
団
長
及
び
団
長
と

し
て
消
防
団
の
統
率
、
改
革
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

●
村
に
寄
せ
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　

（
小
学
生
の
部
）

　

村
長
賞　

松
下
麻
衣
子　

様

　
　
　
　

喬
木
第
二
小
学
校
六
年

　

優
秀
賞　

井
澤　

郁
香　

様

　
　
　
　

喬
木
第
一
小
学
校
六
年

　

佳　

作　

林　

真
梨
葉　

様

　
　
　
　

喬
木
第
一
小
学
校
五
年

　
　
　
　
　

湯
澤　
　

悠　

様

　
　
　
　

喬
木
第
一
小
学
校
五
年

　
　
　
　
　

福
澤　

莉
子　

様

　
　
　
　

喬
木
第
一
小
学
校
三
年

　

（
中
学
生
の
部
）

　

村
長
賞　

尾
賀
香
緒
理　

様

　
　
　
　
　
　

喬
木
中
学
校
三
年

　

優
秀
賞　

木
下　

怜
香　

様

　
　
　
　
　
　

喬
木
中
学
校
一
年

　

佳　

作　

松
澤　

拓
弥　

様

　
　
　
　
　
　

喬
木
中
学
校
二
年

　
　
　
　
　

塚
田　

夢
紬　

様

　
　
　
　
　
　

喬
木
中
学
校
一
年

　
　

第
十
三
回
村
に
寄
せ
る
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を

収
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　

最
優
秀
賞　

富
田
老
人
ク
ラ
ブ　

様

　

優
秀
賞　
　

伊
久
間
大
洞
花
壇　

様

　
　
　
　
　
　

喬
木
第
二
小
学
校　

様

　

努
力
賞　
　
　
　

喬
木
中
学
校　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
公
民
館　

様

　
　

村
内
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

優
秀
な
成
績
を
収
め
る
と
と
も
に
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
貢
献
さ
れ
ま

●
表　

彰

　

原　
　

直
通　

様

　
　

小
川
区
長
と
し
て
四
年
間
勤
続
さ

れ
、
村
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

前
澤　

昌
弘　

様

　
　

富
田
区
長
と
し
て
四
年
間
勤
続
さ

れ
、
村
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

増
田　
　

隆　

様

　
　

伊
久
間
区
長
と
し
て
二
年
間
勤
続

さ
れ
、
村
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

矢
澤　
　

武　

様

　
　

固
定
資
産
評
価
委
員
と
し
て
九
年

間
勤
続
さ
れ
、
評
価
の
適
正
化
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

奥
村　

茂
実　

様

　
　

教
育
委
員
と
し
て
八
年
間
勤
続
さ

れ
、
教
育
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

後
藤　

和
彦　

様

　

木
下　

昭
司　

様

　
　

社
会
教
育
委
員
及
び
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
と
し
て
六
年
間
勤
続

さ
れ
、
社
会
教
育
及
び
公
民
館
活

動
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

束
原　

靖
雄　

様

　
　

農
業
委
員
及
び
農
業
委
員
会
長
と

し
て
一
五
年
間
勤
続
さ
れ
、
農
業

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
山　

千
和　

様

　

飯
島　
　

誠　

様

　

羽
生　

俊
彦　

様

　
　

民
生
児
童
委
員
と
し
て
九
年
間
勤

続
さ
れ
、
社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

下
平　
　

貢　

様
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平
成

年
度
総
合
表
彰
式

平
成　

年
度
総
合
表
彰
式

2323
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
表
彰
をををををををををををををををををををををを
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ららららららららららららららららららららら
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

け
ら
れ
た
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
さささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
さ
ん

岩
本
美
耶
子
様

仲
田　
　

治
様

大
澤
す
さ
子
様

大
島　

ゆ
う
様

北
澤　

フ
ジ
様

中
川　

謙
治
様

小
林　

久
子
様

河
原　

民
江
様

岩
間　

よ
ね
様

市
瀬
あ
き
子
様

松
島　

澄
夫
様

仲
田　

清
美
様

市
瀬　

千
尋
様

仲
田　

幸
利
様

仲
田　

き
み
様

加
藤
ハ
ル
ヱ
様

宮
澤　

信
江
様

原　
　

清
人
様

松
島　

美
春
様

平
澤
マ
ツ
エ
様

佐
藤　

貞
雄
様

林　
　

誠
一
様

池
田　

秀
雄
様

宮
下　

ス
ミ
様

川
口　

千
尋
様

丸
山
五
三
子
様

吉
川　

正
之
様

矢
澤
い
ち
ゑ
様

座
光
寺
美
喜
子
様

山
本　

由
彌
様

遠
山　

尹
志
様

木
下
さ
と
み
様

米
山　

武
人
様

木
下
サ
ダ
子
様

中
川　
　

勲
様

塚
平
み
ち
子
様

宇
佐
美
藤
子
様

小
池　
　

操
様

小
池　

美
代
様

多
田　

壹
甫
様

佐
々
木
み
よ
子
様

内
山　

廣
登
様

筒
井
か
つ
ゑ
様

冨
内　

澄
子
様

田
仲　

金
助
様

牧
内　
　

誠
様
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「
少
子
化
」「
高
齢
化
」が
進
ま
な
い
た
め
に

喬
木
第
二
小
学
校

六
年

松

下　

麻
衣
子

小
学
生
の
部

村
長
賞

　

喬
木
村
に
は
い
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
反

対
に
課
題
と
思
う
事
の
一
つ
と
し
て
「
少
子
化
」、「
高
齢
化
」
と

い
う
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
富
田
と
い
う
地
区
の
喬
木
第
二
小
学
校
の
児

童
は
六
十
三
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
次
に
入
学
し
て
く
る
保
育
園
の

子
ど
も
た
ち
も
六
人
だ
け
で
す
。
な
の
で
、
一
つ
の
常
会
に
小
さ

な
子
ど
も
が
二
人
や
三
人
だ
け
と
い
う
常
会
も
あ
り
ま
す
。

　

小
さ
な
子
ど
も
が
二
人
や
三
人
だ
け
と
い
う
分
、
お
年
寄
り
の

数
は
そ
の
何
倍
に
も
な
り
ま
す
。

　

喬
木
第
一
小
学
校
の
地
域
の
方
で
も
同
じ
事
で
す
が
、
富
田
、

大
和
知
、
氏
乗
の
あ
た
り
は
将
来
子
ど
も
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま

う
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
が
い
な
い
と
、
ど
の
家
で
も
あ
と
つ
ぎ
が

い
な
く
な
り
ま
す
。

　

私
は
、「
老
齢
化
」・
・
・「
少
子
化
」
が
進
ま
な
い
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
イ
チ
ゴ
が
り
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
り
、
り
ん
ご

が
り
な
ど
の
、
家
ご
と
で
や
っ
て
い
る
事
を
も
っ
と
広
げ
る
と
い

い
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
イ
チ
ゴ
が
り
で
い
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
市
や
村
に
、

イ
チ
ゴ
が
り
を
喬
木
村
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
事
を
せ
ん
伝
し
、

い
ろ
ん
な
方
に
来
て
も
ら
い
ま
す
。
喬
木
村
で
は
ク
リ
ン
ソ
ウ
も

あ
る
し
、
自
然
も
豊
か
な
の
で
、
い
い
所
だ
と
思
っ
て
く
れ
る
人

が
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
人
た
ち
が
喬
木
村
へ
引
っ
こ

し
て
来
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
私
は
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
ん
な

に
簡
単
に
は
喬
木
村
へ
来
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
喬
木
村
は
犯
罪

が
な
い
の
で
、
治
安
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
治
安
の
良
さ
も

生
か
し
て
い
け
ば
、
た
だ
イ
チ
ゴ
が
り
な
ど
を
さ
か
ん
に
す
る
だ

け
よ
り
は
断
然
い
い
と
思
い
ま
す
。
地
区
の
中
で
、
常
会
の
中
で

つ
な
が
り
、
助
け
合
え
る
村
づ
く
り
を
す
る
の
が
い
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
呼
び
か
け
も
大
切
な
事
で
す
が
、
常
会

の
中
で
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
守
れ
る
よ
う
に
話
し
合
う
事
が
大

事
で
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
富
田
の
十
一
常
会
で
は
、
安
全
の
た

め
の
マ
ッ
プ
が
一
家
庭
に
一
つ
ず
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家

に
小
さ
い
子
ど
も
が
何
人
い
る
か
、
自
分
一
人
で
は
ひ
な
ん
で
き

な
い
お
年
寄
り
が
い
る
か
と
い
う
事
が
分
か
る
マ
ッ
プ
で
す
。
私

は
、
こ
の
マ
ッ
プ
を
見
て
災
害
で
だ
れ
が
ひ
な
ん
で
き
て
い
な
い

か
が
分
か
っ
て
、
近
所
の
人
た
ち
で
助
け
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、

こ
の
マ
ッ
プ
で
常
会
の
人
と
も
か
か
わ
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
少
子
化
」「
高
齢
化
」
が
進
ま
な
い
た
め
に
は
、

イ
チ
ゴ
が
り
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
り
を
広
げ
て
、
さ
ら
に
地
い
き

で
も
支
え
合
え
る
村
を
作
っ
て
い
く
の
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

自
分
の
家
で
は
、
イ
チ
ゴ
が
り
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
り
を
や
っ
て

い
な
い
と
い
う
人
た
ち
で
も
、
支
え
合
え
る
地
い
き
づ
く
り
は
で

き
ま
す
。
大
人
の
人
た
ち
も
、
自
分
が
今
で
き
る
事
を
し
て
も
ら

え
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
未
来
を
作
っ
て
い
く
私

た
ち
子
ど
も
も
、
将
来
の
喬
木
村
に
自
然
や
治
安
の
良
さ
の
い
い

所
が
残
る
よ
う
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

富田区　支え合いマップ

地いきでも
支え合える村
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こ
の
喬
木
村
に
住
ん
で
十
二
年
が
た
ち
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
は
「
喬
木
村
」
の
よ
さ
を
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
？

　

喬
木
村
を
ひ
と
こ
と
で
言
う
と
『
美
し
い
み
ん
な
が
住
み
た
い

と
思
う
村
』
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
何
が
『
美
し
い
』
か
。
そ
れ
は
、
自
然
と
明
る
さ
で
す
。

喬
木
村
は
小
さ
な
小
さ
な
村
で
す
が
、
そ
の
分
み
ん
な
が
明
る
く

楽
し
い
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　

緑
に
囲
ま
れ
て
、
朝
ラ
ジ
オ
体
操
に
行
く
時
に
玄
関
を
あ
け
る

と
、
す
ず
し
い
豊
か
な
風
と
小
鳥
の
鳴
き
声
が
し
ま
す
。
毎
朝
、

気
も
ち
の
い
い
ス
タ
ー
ト
が
き
れ
ま
す
。
一
日
の
終
わ
り
の
夜
も

そ
う
で
す
。
暑
く
て
あ
み
ど
に
す
る
と
カ
エ
ル
の
声
や
緑
の
ゆ
れ

る
音
、
風
が
ふ
い
て
き
ま
す
。
空
を
見
上
げ
る
と
、
一
面
に
星
が

あ
り
ま
す
。
東
京
に
修
学
旅
行
へ
行
っ
た
時
、
空
を
見
上
げ
て
も

星
が
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
エ
ル
の
声
が
き
こ
え
ま
せ
ん
。
豊
か
な
風

の
音
が
周
り
の
音
で
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
れ
が
変
に
思
え

ま
し
た
。
東
京
の
人
が
喬
木
村
に
く
る
と
ど
う
思
う
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
こ
の
今
の
ま
ま
の
喬
木
村
が
い
い
で
す
。

　

ま
わ
り
と
変
に
比
べ
な
く
て
い
い
、
自
然
そ
の
も
の
が
一
番
好

き
で
す
。
私
は
毎
日
い
い
ス
タ
ー
ト
を
き
り
、
明
る
い
時
間
を
す

ご
し
終
わ
り
を
む
か
え
ま
す
。

　

次
に
な
ぜ
み
ん
な
が
『
住
み
た
い
』
と
思
う
か
。

そ
れ
は
、
村
の
み
ん
な
が
一
緒
で
仲
良
し
だ
か
ら
で
す
。
知
ら
な

い
人
と
か
関
係
な
く
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
が
で
き
ま
す
。
小
学
校

の
運
動
会
に
は
、
も
の
す
ご
く
大
勢
の
人
が
き
て
、
み
ん
な
で
作

り
上
げ
て
い
ま
す
。
今
年
で
最
後
の
運
動
会
も
、
地
域
の
人
が
た

く
さ
ん
観
に
来
て
く
れ
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
授
業
で
は
、
役
場
の
人
達
が
各
教
室
に
せ
ん
ぷ
う
き
を

二
台
つ
け
て
く
れ
て
、
授
業
に
集
中
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
勉

強
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま
す
。
大
人
、
子
ど
も
関
係
な
く
気
づ

か
い
を
で
き
る
村
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
ん
な
喬
木
村
が
好
き
で
す
。
み
ん
な
が
一
緒
に
つ
く

り
あ
げ
て
い
る
喬
木
村
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
も
っ
と
も
っ

と
喬
木
村
の
人
数
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
。

　

喬
木
村
は
高
れ
い
の
方
々
が
多
い
し
、
人
数
が
年
々
減
っ
て
い

る
と
思
う
の
で
、
も
っ
と
も
っ
と
人
数
を
ふ
や
し
、
絆
の
輪
、
仲

よ
し
の
輪
、
笑
顔
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

喬
木
村
は
今
の
ま
ま
で
い
い
で
す
。
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
み

ん
な
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

私
は
や
っ
ぱ
り
喬
木
村
を
一
言
で
言
う
と
、「
美
し
い
み
ん
な
が

住
み
た
い
と
思
う
村
」
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
村
に
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

今
の
ま
ま
の
喬
木
村喬木

第
一
小
学
校

六
年

井

澤

郁

香

小
学
生
の
部

優
秀
賞

緑に囲まれた楽しい暮し

美しいみんなが
住みたいと思う村
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私
は
、
喬
木
村
が
大
好
き
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
喬
木
村
の
よ
さ
を

も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
に
伝
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

喬
木
村
に
は
、
阿
島
の
大
藤
や
く
り
ん
草
、
い
ち
ご
狩
り
や
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
狩
り
な
ど
た
く
さ
ん
の
観
光
名
所
が
あ
り
ま
す
。
空
気
も
き
れ

い
だ
し
、
自
然
も
豊
か
で
と
て
も
魅
力
的
な
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
喬
木
村
に
足
り
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
名
物
」
と
村
民
一
人
一
人
の
喬
木
村
の
知
識
で
す
。
ま

ず
、
名
物
は
、
喬
木
村
で
お
い
し
い
食
材
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
こ

れ
と
い
っ
た
名
物
が
な
い
と
思
っ
た
の
で
挙
げ
ま
し
た
。
例
え
ば
、喬

木
で
と
れ
た
果
物
を
使
っ
た
喬
木
限
定
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
、ケ
ー
キ

を
作
っ
て
み
る
と
か
、い
ろ
い
ろ
考
え
て
み
れ
ば
た
く
さ
ん
の
案
を
出

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
確
か
に
、
喬
木
村
限
定
の
も
の
を
作
っ
て

も
、
必
ず
ヒ
ッ
ト
す
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な
い
の
で
、
作
っ
て
み
た
方
が
絶
対
い
い
と
思
い
ま
す
。

名
物
を
作
る
こ
と
で
村
は
大
き
く
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
と
い
う
と
、ま
ず
大
き
く
は
村
民
一
人
一
人

の
意
識
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
含
め
、
皆
喬
木
村
を
も
っ
と
よ
り
よ
い
村
に
と
か
、
活
発
に
さ
せ

よ
う
だ
と
か
、言
葉
で
言
っ
て
い
て
も
い
ま
い
ち
行
動
で
き
て
い
な
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私
自
身
、喬
木
村
に
と
て
も
詳
し
い
と
い
う
訳
で

も
な
く
、
大
体
の
こ
と
し
か
喬
木
村
の
説
明
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

中
に
は
、喬
木
村
の
こ
と
に
と
て
も
詳
し
く
語
る
こ
と
が
で
き
る
人

も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ご
く
一
部
の
人
だ
け
だ
と
思
い
ま

す
。

　

で
す
か
ら
、
私
は
喬
木
村
の
こ
と
を
村
民
一
人
一
人
、
も
っ
と
知
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
一
つ
で
も
喬
木
村
の
い
い
と
こ
ろ
を
沢
山
知
っ

て
い
れ
ば
、
村
外
の
人
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
村
外
の
人
に
喬
木
村
に
観
光
に
来
て
い
た
だ
き
、観
光
を

終
え
た
あ
と
、「
名
物
」
を
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
の
観
光
客
は
増
え
、

今
よ
り
村
は
も
っ
と
明
る
く
元
気
な
村
に
な
る
と
思
い
ま
す
。「
名
物
」

を
作
っ
た
り
、喬
木
村
の
こ
と
を
村
民
一
人
一
人
が
詳
し
く
な
っ
た
り

す
る
事
で
必
ず
喬
木
村
が
発
展
す
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
し
、
例
え
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ

か
ら
新
た
な
道
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
見
つ
け
る
こ
と
は
充
分
に
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
第
一
歩
だ
と
思

い
ま
す
。

　

喬
木
村
は
、
自
然
も
豊
か
だ
し
、
村
の
人
達
も
皆
優
し
く
て
、
と
て

も
い
い
村
だ
と
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
よ
り
よ
い
村
に
、
一
人
一
人
村
の
こ
と
を
一

つ
で
も
多
く
知
っ
て
、
い
ろ
ん
な
人
に
喬
木
村
に
来
て
も
ら
い
、
少
し

で
も
向
上
し
て
い
け
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
も
、私
は
少

し
で
も
そ
う
い
う
人
に
増
え
て
も
ら
う
た
め
に
、自
分
か
ら
も
し
っ
か

り
行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

喬
木
村
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に

喬
木
中
学
校

三
年

尾

賀

香
緒
理

中
学
生
の
部

村
長
賞

ブルーベリーのケーキはいかが

喬木村の
「名物」作り
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喬
木
村
に
は
い
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

私
は
そ
の
中
で
も
「
村
民
全
員
が
協
力
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
と

て
も
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
人
口
七
千
人
に
な
る
た
め
に
重
要
な
カ
ギ
と
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
生
出
演
を
喬
木
村
が
す
る
と
き
、
少

な
い
人
口
の
喬
木
村
の
村
民
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。
人
口

が
多
い
都
市
は
「
誰
か
が
行
っ
て
く
れ
る
か
ら
い
い
か
。」
と
思
う

人
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
喬
木
村
は
、
自
分
か
ら
や
ろ

う
、
出
よ
う
と
す
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
私
は
大
勢
集
ま
っ
て
い

る
運
動
公
園
を
見
て
、
胸
に
グ
ッ
と
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
地
域
の
お
祭
り
。
私
は
富
田
に
住
ん
で
い
る
の
で
、

富
田
の
お
祭
り
の
こ
と
で
す
が
、
す
ご
い
で
す
。
い
つ
も
は
の
ん

び
り
、
平
和
、
穏
や
か
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
な
富
田
で
す
が
、

一
年
に
一
回
の
夏
祭
り
は
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。
屋
台
や
常
会

ご
と
の
発
表
、
銀
嶺
太
鼓
の
発
表
な
ど
で
地
域
の
み
な
さ
ん
が
一

つ
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
商
品
を
売
る
側
も
買
う
側
も
、
発
表

す
る
側
も
見
る
方
も
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
よ
く
、「
笑
顔

の
輪
を
広
げ
よ
う
」
と
い
う
け
れ
ど
、
こ
れ
が
そ
の
「
笑
顔
の
輪
」

な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
祭
り
も
同
じ
で
す
。
今
度

は
富
田
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
喬
木
村
全
体
の
人
々
が
集
ま
る
の
で
、

さ
ら
に
人
数
が
増
え
ま
す
。
ど
の
人
も
み
ん
な
楽
し
そ
う
な
顔
で
、

お
祭
り
を
見
物
し
て
い
ま
す
。
私
は
富
田
祭
り
と
ふ
る
さ
と
祭
り

の
共
通
点
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
村
民
以
外
の
観
光
客
が

多
い
。」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

喬
木
村
は
人
口
が
少
な
い
の
で
、
だ
い
た
い
の
人
の
顔
に
見
覚

え
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
富
田
祭
り
や
ふ
る
さ
と
祭
り
で
は

「
あ
れ
、
こ
ん
な
子
い
た
か
な
？
」
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
そ
れ
だ
け
他
の
市
町
村
に
注
目
さ
れ
て
い
た
り
「
行
っ
て
み

た
い
な
」
と
思
う
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ

と
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

喬
木
村
の
観
光
に
来
る
人
は
、「
喬
木
村
に
行
き
た
い
」「
楽
し

そ
う
」
と
思
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
人
口
七
千
人
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
喬
木
村
の
よ
い
と
こ
ろ
、
楽
し

い
と
こ
ろ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
は

喬
木
村
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
断
固
反
対
で
す
。

　

喬
木
村
を
も
っ
と
豊
か
な
村
、
大
き
い
村
、
住
み
た
い
村
に
す

る
た
め
に
、地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
喬
木
村
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
を
維
持
す
る
た
め
に

喬
木
中
学
校

一
年

木

下

怜

香

中
学
生
の
部

優
秀
賞

ふるさと祭りの銀嶺太鼓

笑顔の輪を
　　広げよう
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●１2 ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
はつらつ元気に、健康維持

自分の身体は自分で守ろう！

次の各会場で行います。どなたでも気軽に
ご参加いただけますので、是非お越し下さい。

水中体操教室　※持ち物　水着、キャップ、入場料４００円
初めて参加される方は、事前に包括支援係までご連絡下さい。

ほっ湯アップル午前１０時～

１２月２日（金）ゆっくりコース

１２月９日（金）歩 行 コ ー ス

１２月１６日（金）はつらつコース

 問い合せ先  　役場・住民課包括支援係　�33-1120

　

月
の
結
婚
相
談
日

１２
○
日　

時

　

一
二
月
一
〇
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
〜
午
後
八
時

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
問
い
合
せ
先

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
係

　

来
春
、
高
校
・
大
学
等
を
卒
業

さ
れ
る
方
と
、
三
年
以
内
の
既
卒

の
若
年
求
職
者
を
対
象
と
し
た
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日　

時

　

一
一
月
二
二
日
（
火
）

　

一
三
時
三
〇
分
〜
一
六
時

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
・
三

年
以
内
既
卒
者
受
付
は
一
二
時

三
〇
分
〜

高
等
学
校
生
徒
受
付
は
一
二
時

一
五
分
〜

○
場　

所

　

シ
ル
ク
プ
ラ
ザ

　

（
飯
田
市
育
良
町
一－

七
）

平
成　

年
3
月

２４

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
及
び

若
年
求
職
者
を
対
象
と
し
た

飯
伊
地
域
就
職
面
接
会

　

担
当：

小　

原

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

11月の村税等
口座振替日納期限

11月25日
（金）

◎口座振替の方は
預金の残高確認
をお願いします。

11月30日
（水）

国 保 税
（第８期）

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料

上 下 水 道 料

午後１時半～午前10時～日　時

上平集落センター伊久間農産物加工センター１２月５日（月）

氏乗集落センター馬場伝承館１２月７日（水）

加々須区民会館宮本公民館１２月１２日（月）

寺の前集落センター阿島傘伝承館１２月１４日（水）

大島公民館田上川消防センター１２月１９日（月）

富田陶芸館第一公民館１２月２１日（水）

その他健康体操教室

福祉センター午後７時半～１２月１０日（土）

○
参
加
事
業
所

　

約
四
〇
事
業
所
を
予
定

○
問
い
合
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田

　

（
飯
田
公
共
職
業
安
定
所
）

　

�　

－

８
６
０
９

２４
長
野
県
立
病
院
機
構

第
4
回
看
護
職
員
募
集

○
採
用
予
定
日

　

平
成
二
四
年
四
月
一
日

○
受
験
資
格

　

次
の
い
ず
れ
の
条
件
を
満
た
す
方

　

①
昭
和
二
七
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

　

②
助
産
師
免
許
ま
た
は
看
護
師

免
許
を
有
す
る
方

　
　

（
来
春
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

方
を
含
む
）

○
試
験
日

　

一
二
月
一
七
日（
土
）

○
会　

場

　

J
A
長
野
県
ビ
ル（
長
野
市
南
長
野
）

○
申
込
締
切

　

一
一
月
三
〇
日（
水
）当
日
消
印
有
効

○
連
絡
先

　

機
構
本
部
事
務
局
職
員
課

　

�
0
1
2
0－

1
7
3－

3
1
4

平
成　

年
分

２３

青
色
申
告
決
算
説
明
会

○
日　

時

　

一
二
月
一
日（
木
）

　

一
三
時
三
〇
分
〜
一
五
時

○
会　

場

　

豊
丘
村
役
場
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階

○
問
い
合
せ
先

　

飯
田
税
務
署

　

�　

－
1
1
6
7（
直
通
）

２２

平
成　

年
２３

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
募
集

○
制
度
の
概
要

　

入
校
と
同
時
に
、
通
信
制
高
校

に
入
学
し
、
高
等
学
校
の
普
通
科

と
同
等
の
教
育
を
受
け
、
併
せ
て

技
術
陸
曹
と
し
て
必
要
な
、
防
衛

基
礎
学
、
各
種
技
術
の
専
門
教
育

や
各
種
訓
練
を
受
け
な
が
ら
、
課

程
終
了
時
に
は
、
高
等
学
校
の
卒

業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。
身
分

は
自
衛
官
で
は
な
い
「
生
徒
」
で
、

手
当
の
支
給
を
受
け
な
が
ら
高
等

学
校
教
育
等
を
受
け
る
制
度
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
飯
田
出
張
所

　

�
０
２
６
５－

2
2－

２
６
１
３

平成２4年４月１日現在、
１５歳以上１７歳未満の男子

応 募 資 格

約260名（参考　平成２2年度）募 集 人 員

平成２3年１１月１日（火）
　　　～平成２4年１月６日（金）

受 付 期 間

１次：平成２4年１月１４日（土）
２次：平成２４年１月２８日（土）～３１日（火）

試 験 期 日

１次：平成２４年１月２３日（月）
最終：平成２４年２月１７日（金）

合 格 発 表
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　東日本大震災の影響が色濃く残っています。本校高等部のある学級では、被災地へボランティアに入っ

た先生から現地の様子や被災者の皆さんの様子などを学びました。そして、元気を出してほしいという思

いを何とか伝えたいと、１０月に行われた花の木祭の前日発表会「いいようパラダイス」でパフォーマンス

書道を行い、写真のような作品を力強く作り上げました。これから現地に送る予定です。

　飯田・下伊那でも東海地震の影響が懸念されています。飯田養護学校

でも、子どもたちの安全をどのように確保していくのか、そのためにど

のような準備をしていくのかについて検討しているところです。様々な

場面を想定して、新たなマニュアルづくりを進めています。

　飯田養護学校では「はなさまい会」というＰＴＡ事業を行っています

が、今回は各市町村から行政の皆さんをお招きして、保護者の皆さんと

震災への対応について懇談しました。保護者の皆さんからは主に避難所についての不安が出されました。

福祉避難所の場所が分からない、大人数が一同に介する場所では避難生活がむずかしいなど、切実な意見

が多く出されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　実際に被災した自閉症のお子さんのお父さんからお話しを伺ったことがあります。

　●　体育館への避難は混乱が多く無理である。

　●　特別支援学校等の開放が必要である。

　●　各地域の福祉避難所を確認する必要がある。

　●　地域とのつながりが必要である。　など

様々語られる中で、次の言葉が大変印象に残りました。

『大きな支えは「人」だった』

　四半世紀の歴史を通して、喬木村の皆様との絆を深めさせていただいてきていると思います。子どもた

ちの在校中に地震が起こった場合、地域の皆様のご支援もお願いしなければならないかと思います。また、

本校の子どもたちは、飯田・下伊那（一部上伊那）の全域から通学していますが、それぞれの地域で理解

され大きな支えをいただくためにも、日頃から本校や本校の子どもたちを知っていただく努力が、さらに

必要だと感じています。機会あるごとに、是非飯田養護学校へ足をお運びください。

大地震への備えをどう進める？！
飯田養護学校
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今月のテーマ

介護予防シリーズ No.1

筋力・バランスアップ

筋力・バランスアップで転びにくい身体をつくりましょう

　最近、ほんのちょっとの段差でつまずきやすくなったり、転んでしまったことはないでしょうか？

　年齢を重ねるにつれて、筋力低下やバランス感覚の衰えから転倒するケースが増えてきます。高齢になっ

てからの転倒は、骨折につながる事が多く、そのまま寝たきりとなってしまう場合もあります。

　喬木村においても、転倒骨折から介護認定を受けられる方は非常に多くなっております。

　今回から３回に渡り、介護予防のための体操をご紹介いたしますので、是非積極的に取り組んでいただ

き、転びにくい身体をつくりましょう。

お尻周りの筋肉

（大臀筋）

を鍛えます

運動を安全に効果的に行うために

○お腹、背中に力をいれ、姿勢を正して

○動作は　反動をつけないで ゆっくり正確に　

○4秒間で動かしはじめ、４秒間でもとに戻す

○使っている筋肉を意識する

○呼吸は　鼻から吸って口から吐く

○慣れてきたら、回数を除々に増やす

○関節など筋肉以外の痛みを感じた時は、行なわない

○あせらずに根気強く続けて行きましょう

ふくらはぎの筋肉

（下腿三頭筋）

を鍛えます

 10回 

お尻を上に向かってゆっくり上げていきます。
上げすぎ(腰が反らない)ないように注意しましよう。

かかとをゆっくり上げていき、つま先立ちになります。

●１ ●２ 

●３ ●４ 

 10回 
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赤い羽根共同募金にご協力をお願いいたします

　赤い羽根共同募金につきましては、多くの皆様にご協力を賜りありがとうございます。今年も１０月１日から１２月

３１日まで全国一斉に展開いたします。

　住民の皆様には、引き続きご協力をお願いいたします。

平成２２年度共同募金地域福祉活動事業報告書
事　業　内　容金　額対象者

村内のひとり暮らし高齢者の交流と仲間作りを目的とした日帰り旅行を実施

（9月　南箕輪村38名、２月　昼神、下久堅　40名）
350,000高齢者

希望の旅　村内の障害者とその介護者を対象にした日帰り旅行を実施

（大相撲見学15名、クリスマス会27名）
250,000障害児・者

ふれ愛広場（異世代交流を目的としたイベントの開催）

デイサービス内にて「クラウンサーカス」（約７０名）

人形劇フェスタ広域公演「ごんぎつね」（約３５０名）

村文化祭にて人形劇80名・イベント250名

福祉協力校指定（村内三校への補助金交付）　　一人親家庭卒業記念品配布　6名

230,000児童・青少年

歳末援護品配布１３名　　福祉大会　7月4日

福祉啓発活動（社協だより発行）年４回発行　　ボランティア活動支援

災害学習会　１月22日　120名

637,172住民全般

1,467,172円合　計

喬木村老人クラブ連合会様より

タオルのご寄付をいただきまし

た。大切に使わせていただきま

す。ありがとうございました。

第一小学校様よりペットボトル

キャップ約８０kgを届けていた

だきました。ご協力ありがとう

ございました。

広域事業配分とは？

福祉施設等自動車購入、修繕

費、備品購入、災害義援金、

共同募金資材、県共同募金会

事業費等に使われています。

平成22年度　共同募金実績額

１,６３３,９９９円　－　３０３,０００円　＝　１,３３０,９９９円
 (平成22年度募金送金額) (県広域事業配分金) (平成23年度喬木村共同募金配分金)



情報誌 ２０１1.12 14

役場企画財政課 広報係

くりんネットたかぎ

ＴＥＬ 33－3666
ＦＡＸ 33－3669

くりんネット便り

No.45
平成23年12月１日

�

�

�

�
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くりんネットたかぎ 12月の自主番組

企画財政課・広報係

●23日（金）～29日（木）

今年の番組を振り返って
～番組の再放送をお送りします～

今年放送した番組の中からピック

アップして、再放送いたします。

番組企画委員の皆さんが取材して

くれた「マイクで散歩」をはじめ、

６つの番組を再放送します。

●30日（金）31日（土）

「特集この１年」
2011年にあった出来事を駆け足

で振り返ります。一年を思い返し

ながらお聞きください。

～くりんネットからのお知らせ～
年末年始に放送するお知らせや広

告原稿のある方は、以下の要領で

受付をお願いします。

①期限　12月21日（水）
②申込み方法

�くりんネット（防災センター１

Ｆ）へ直接持込み

�FAX、郵送、電話での申込み

　（連絡先明記して下さい）

③注意事項

�期限を過ぎますと定時枠内に入

りませんのでご注意願います

�告別式ほか緊急の内容はページ

ング放送にて対応します

～12月の番組から～

日土金木水火月

昼・２１時朝・２１時昼・２１時朝・２１時昼・２１時朝・２１時

4321

○村の窓口

水道の凍結防止について

役場建設課

○マイク文芸（俳句）

俳句寸評

吉川照子さん

111098765

○こちら普及センターです

下伊那農業改良普及センター

から

○広域消防

緊急車両へのご協力をお願い
します！

山本分署　古田智士さん

○交通安全の日

喬木村交通安全協会

小川支部理事　松島憲司さん

18171615141312

○マイク文芸（短歌）

短歌の鑑賞

福澤亀人さん

○１１９番火の用心

喬木村消防団

ラッパ長　仲田浩司さん

○暮らしの便り

おもてなし料理あれこれ

ＪＡ組合員課

25242322212019

○今年の再放送

終戦記念日特集
８月放送
広島平和のバス
被爆者体験談

○今年の再放送

マイクで散歩
５月放送
三六災から５０年
前村長
賜正和さんに聞く

○マイク文芸（俳句）

俳句寸評

吉川照子さん

○広域消防

年末における火災の防止

阿南消防署　下平正樹さん

313029282726

○特集この１年

２０１１年の出来事を振り返って

○今年の再放送

マイクで散歩
１０月放送
氏乗　栗焼酎を
　　　たずねて

○今年の再放送

がんばるたかぎ
４月放送
農村生活
　マイスター

○今年の再放送

マイクで散歩
９月放送
全村防災
　訓練を終えて

○今年の再放送

話題のひろば
５月放送
村であった
　出来事から

村のテレビ・いちごチャンネルのコーナー
�

�

�

�
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◆週刊たかぎニュース　放送時間◆

  9時～、１0時～、12時～、15時～、
19時～、20時～、21時～

ニュースのご感想や情報をお待ちしております。お気軽にお電話ください。

　毎週、村のテレビ「いちごch」でお送りしている“週刊たかぎニュース”　

の再放送を予定しています。年末年始で帰省したご家族やご親戚の皆さんと

一緒に、ぜひご覧下さい。詳しい日程は、来月号でご案内します。

○再放送期間　12／29（木）　～　1／6（金）

○内　　　容　2011年1月～12月までに放送した
　　　　　　　「週刊たかぎニュース」




